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また釧路連 P 事務局長として地区 PTA 活動の推進力となっているこの道のベテランでもあ










表１ 尺炭小・中学校に関する文書資料一覧（2018 年８月現在収集分） 
  資料名 発行年 著者・編者 
尺炭小 
『職場史』（1-2） 1965,66 尺別炭砿小学校 
『でか・ちび・のっぽ』 1966 でか・ちび・のっぽ編集委員会 
『風雪八十有余年――涙と感激の自叙伝』 1967 紅林鐵雄 
『尺炭小 50 年の足跡』 1969 開校 50 周年記念誌編纂委員会 
『尺炭小沿革の概要』 1970 尺別炭砿小学校 
『この空に虹をかけて――ある校長の記録』 1978 高沢慶次郎 
『紅林晃遺稿集』 1988 紅林晃遺稿集出版会 
尺炭中 
『あこがれ』（4,10-12,18） 1956,62-64,70 尺別炭砿中学校生徒会 
『開校 10 周年記念誌――10 年の歩み』 1957 尺別炭砿中学校 
『地底の灯――尺別炭砿中学校廃校記念誌』 1970 尺別炭砿中学校 
『還暦故郷の旅』 1995 尺別炭砿中学校第４期同窓会 




『教育研究集録』 1954 釧路國教育研究所 
『道 P シリーズ第３集――第４回 PTA 研究大会誌』 1957 北海道 PTA 連合会 
『町研のあしあと――音研史』 1961 音別町教育研究所 
『釧路の教育 7 集』 1963 釧路教育研究所 
『灯をもやしつづけて――釧民教 20 年の軌跡』 1983 釧路民間教育研究団体連絡協議会 
『よみがえる群像――音別高校 11 年のあしあと』 1988 北海道音別高等学校同窓会 
 『釧路教育研究所創立 50 周年記念誌 想』 1999 釧路教育研究所 
 
表２ 尺炭小・中学校教員インタビュー調査概要（2018 年８月現在） 
  対象者 勤務年 インタビュー実施日 場所 
尺炭小 
木幡 一夫氏 1955-63 2017 年 3月 8 日 恵庭 





2018 年 3月 19 日 




市橋 大明氏 1947-62 
2017 年 7月 16 日 
8 月 25 日 
2018 年 3月 20 日 
音別 
村雲 忠夫氏 1955-69 2017 年 3月 18 日 2018 年 8月 11 日 釧路 
編田 文男氏 1962-67 2017 年 3月 9 日 札幌 
川端 紀一氏 1963-70 2018 年 3月 18 日 釧路 






























林鐵雄 1967: 76） 
 
また、児童数の増加にともない、こうした特性が強勢された。開校当初、15 人だった児童数は、

























































しめ、これが曳いて全山のムードを作りあげたのは云うまでもない。（紅林鐵雄 1967: 87） 
 
このように紅林氏は、教員間の連携、家族・炭鉱会社との協調、児童生徒に対する教育実践を
                                                   
1 尺炭小 50 年史の年表では昭和３年（尺別炭砿小学校 1969: 33）、自伝では昭和６年となっている















































（紅林鐵雄 1967: 88-9） 
 
 紅林氏は、のちに尺別を「炭砿地とは思えぬほどの教育中心の平和郷」（開校 50 周年記念誌編




















３. 尺炭教育の確立：戦後～1950 年代――尺炭小、尺炭中、音別高校 
 
戦前、尺別炭砿が拡大するとともに、尺炭小の児童数も急増した。尺別炭砿は奈多内坑の開坑
（1935 年）、選炭工場ならびに尺浦隧道の完成（1942 年）など拡大し、尺炭小は 1941（昭和 16）





ため尽力した。「尺炭教育」は、戦後から 1950 年代にかけて定着・確立していく。 
本節では、まず戦後の尺炭小がいかに戦前の教育を継承しながら展開したのかを概観し、つぎ
に戦後の新制により発足した尺炭中の教育をみていく。 
                                                   
2 1944（昭和 19）年８月に「樺太及釧路に於ける炭砿勤労者、資材等の急速転換の件」が閣議決定
され、「釧路炭田や樺太の炭鉱を保坑・休坑とし、労働力と資材を筑豊・三池・常磐炭田に集中さ






























































































一つとや 一つの心で結び合い 結び合い／卒業するとも離るるな 離るるな 
二つとや 富士の高嶺の気高さを 気高さを／白線帽子に求めよや 求めよや 
三つとや 身につく学習怠るな 怠るな／日記を続けて記録せよ 記録せよ 
四つとや 良き世は君らの世界から 世界から／子どもの広場を忘るるな 忘るるな 
五つとや いつもにこにこ元気よく 元気よく／健康第一努めよや 努めよや 
六つとや 胸に手を当て考えよ 考えよ／真理の国はわれにあり われにあり 
七つとや 何が来ようと平気だぞ 平気だぞ／心に太陽口に歌 口に歌 
八つとや 優しい心の中学生 中学生／小学生をば見ておくれ 見ておくれ 
九つとや 心に刻んだ文化祭 文化祭／努力の結晶ここにあり ここにあり 

















（釧路國教育研究所 1954: 7） 
 
加えて、日常生活課程が上記の基礎的学習のもとに求められる実践の場であり、両輪であると











 1951 年度 
・社会科中心のカリキュラム 















































































３－１－４. PTA 活動――父母の学びの場としての尺炭小：社会学級、一日入学 
 他方、戦前にみられた地域や家族との結びつきは、戦後も PTA 活動を通してさらに強化されて
いく。戦前から組織されていた「保護者会」が、1947（昭和 22）年に PTA（「父母と先生の会」）
に組織替えした（開校 50 周年記念誌編纂委員会編 1969: 13）。当時の活動目標は、「子ども等の
幸福のためにわたくしたちは、よい父母、よい教師となることにつとめる」という内容であった
が、「PR の不足もあって当初は保護者会的感覚からの脱皮はなかなか容易でなかった」（開校 50









はよくぞ堪えられたものと思う。（開校 50 周年記念誌編纂委員会編 1969: 14） 
 
 そして、活動の対象は、役員から会員全体へと広がり、「なかでも社会学級の誕生は PTA 活動
























 一方、学校・教員側もこうした学びの場や PTA 活動を活用して、父母の教育水準と教育理解を
高めようとした。1955（昭和 30）年に校長として赴任した箱崎金三郎氏（1954-60 年勤務）は、
「釧路連 P 事務局長として地区 PTA 活動の推進力となっているこの道のベテラン」であった（北
海道 PTA 連合会編 1957: 18）。箱崎氏は、紅林鐵雄氏の教え子であり、のちに尺別尋常小学校で
鐵雄氏とともに教鞭をとった（紅林鐵雄 1967: 77）。鐵雄氏の教育理念を会得していた箱崎氏は、

























の熊谷会長は「有意義であったと記憶している」（開校 50 周年記念誌編纂委員会編 1969: 14）。
さらに、校外活動として子供会の育成に力を入れ、「子供会行事の協力、子供の広場づくり、花だ






























ための後援活動でもあった（開校 50 周年記念誌編纂委員会編 1969: 14）。 
 こうした尺炭小の活発な PTA 活動が展開できた背景について、熊谷会長は、「会社幹部の深い
御理解による援助」、「諸団体の協力」に加えて、「歴代校長が中心となって全教師が新教育をとお
して、PTA 活動に情熱を燃してくれた賜であり父兄はこの教師の熱意に動かされた」としている































































































そして、開校 10 周年の 1957（昭和 32）年には、これらの会が中心となって協賛会を組織し、













あります。（尺別炭砿中学校 1957: 2） 
 
 このように、尺炭中は、早期に PTA を組織し、後援活動をはじめ、開校 10 年足らずでその連

























































































糀本辰松（尺炭小） 黒木重雄（尺炭小） 山畠正司（尺炭小） 渡辺久次郎（尺炭中） 吉田範正（尺炭中） 
金谷昭二（尺炭中） 江馬良幸（尺炭小） 宮井憲一（音小） 大黒八千代（音小） 谷津洵（音中） 
佐藤清子（音中） 前田正雄（二俣小） 高沢慶次郎（霧小）     
1953 年 江尻義雄 （尺炭小） 
糀本辰松（尺炭小） 黒木重雄（尺炭小） 金谷昭二（尺炭中） 江馬良幸（尺炭小） 宮井憲一（音小） 




糀本辰松（尺炭小） 黒木重雄（尺炭小） 宮井憲一（音小） 一戸勲（尺炭中） 中川登志雄（音中） 
中野正敏（尺小） 森川貞敏（二俣小） 小林賢治（直小） 吉田範正（尺炭中） 安住新三郎 




青田稔（尺炭中） 黒木重雄（尺炭小） 中野正敏（尺小） 宮井憲一（音小）  
  安宅隆（尺炭中） 谷津洵（音中）  
  黒木重雄（尺炭小） 住川十喜男（尺炭小）  
   畠山徳蔵（役場）  




青田稔（尺炭中） 黒木重雄（尺炭小） 中野正敏（尺小） 宮井憲一（音小）  
  黒木重雄（尺炭小） 谷津洵（音中）  
  青田稔（尺炭中） 住川十喜男（尺炭小）  




青田稔（尺炭中） 黒木重雄（尺炭小） 黒木重雄（尺炭小） 宮井憲一（音小）  
  安宅隆（尺炭中） 佐藤清一（第二中）  




一戸勲（尺炭中） 山王丸喜一 大友孝一（尺炭小） 吉田寿恵男（音中）  
渡部渉（直中） （尺炭小） 大黒八千代（音小） 池端清美（尺炭中）  




黒木重雄（尺炭小） 黒木重雄（尺炭小） 松下昇（音小） 吉田寿恵男（音中）  
  鳴海二郎（二俣中） 市橋大明（尺炭中）  




神田貫宗（音小）  佐藤要（音中） 鳴海二郎（二俣中） 矢尾板実（音小） 
矢尾板実（音小）  中出憲一（尺小） 青田稔（尺炭中） 船山専秀（尺炭小） 
中山優（教委）         
音別町教育研究所（1961: 6-7）より転載 
 
                                                   














ークル活動をいかしてほしい」という講評があった（音別町教育研究所 1961: 11）。 























表４ 音別町教育研究発表大会等プログラム（1954-60 年） 
第１回音別村教育研究発表大会（1954 年２月 27 日、於：音別小学校）       
   研究発表タイトル 報告者 所属 釧路選出者 
   「器楽指導としてのハーモニカ」 小玉利喜夫 二俣中   
   「本校における遅進児指導の実態」 大友孝一 尺炭小   
   「本校における低学年カリキュラムの現況」 山内章 尺別小  ○ 
第２回音別村教育研究発表大会（1955 年２月 19 日、於：音別小学校） 
   「ローマ字と英語との関連についての一考察」 岩本茂治 尺炭中  ○ 
   「マット自作作用について」 大野三夫 音別小   
   「学級経営前進のためにその研修体制と営みの一端」 住川十喜男 尺炭小   
音別村内多級校と学大函館付属共同研究会（1955 年３月 10 日、於：音別小学校） 
   研究主題：基礎学力の育て方（国語、数学の場合：視聴覚的方法、ドリル学習）       
第３回音別村教育研究発表大会（1956 年２月 11 日、於：音別中学校） 
   （発表タイトル・報告者不明）       
社会科教育研究会（1956 年９月１８日、於：尺別炭砿小学校） 
   研究主題：社会科学習の効率化をはかる指導法       
第４回音別村教育研究発表大会（1957 年２月９日、於：音別中学校）   
   （発表タイトル・報告者不明）       
社会科研究集会（1957 年 10 月 11-12 日、於：尺別炭砿小学校） 
   研究主題：社会科学習において歴史的学習をどのように進めるか（学習内容の体系化（小中の一貫性をねらう）、学習指導の問題点） 
第１回釧路管内小中学校造形教育研究大会（1957 年 10 月 27-28 日、於：尺別炭砿中学校） 
   研究主題：地域に即する造形教育内容はいかにあるべきか（地域性を生かした教育課程の改善、地方色ある教材の研究） 
第５回音別村教育研究発表大会（1958 年２月７日、於：音別小学校） 
  第１部会 助言者：近藤校長（音別中）、恐神校長（尺別小）、司会者：工藤氏（音別小）     
   「一年生の係の仕事をとおして子供の自主性・責任感を高めた」 千葉恵子 尺炭小   
   「お話しをもとにして読書指導・生活指導の発展をはかった」 宮田三可 尺炭小   
   「スモールプレーのクラブ活動から発展意欲をもりあげてきた」 渡部恵子 尺炭小   
   「道徳教育は学佼の実情に即して重点的に徳目をあげて徹底すべきである」 安宅隆 尺炭中 ○ 
   「道徳教育についての学佼と家庭のくいちがいをなおしていかねばならぬ」 工藤与作 音別小   
   「新しい道徳教育の時間特設についての問題点」 葭田野実 音別小   
   「小中一体の子供会を組織し校外生活指導に力を入れた」 今野松雄 池田道夫 音別小   
   「家庭生活環境調査をもとにして非行生の指導に力を入れた」 金沢利文 音別中   
  第２部会 助言者：安住校長（中音小）、佐藤校長（音二小）、一戸校長（尺炭中）、司会者：吉田氏（尺炭中）   
   「日記による作文指導と生活教育の一断片」 藤岡政恵 尺炭小   
   「作文教育と道徳教育」 大友孝一 尺炭小 ○ 
   「作文指導による学級経営」 豊島豊 尺炭中   
   「子どもを知るための日記指導」 沼沢馨 尺炭小   
   「作文教育の限界と集団教育」 岩坂英雄 中音小   
   「低学年の学習指導とお話し」 宮田三可 尺炭小   
   「一年生の絵日記指導」 菅原純恵 尺炭小   
   「文学教育についてのノート」 市橋大明 尺炭中   
   「ノートの使い方の指導について」 大黒八千代 音別小   
   「作文教育について」 田村茂 二俣中   
   「二年生社会科（歴史）を学習して」 栗田則彦 音別中   
  第３部会 助言者：北沢校長（音別小）、辰井校長（二俣小）、高沢校長（霧里小）、司会者：黒木氏（尺炭小）   
   「音楽教具説明階名視唱練習板設計図」 植松芳夫 音別中   




   「音楽初歩指導の在り方」 住川十喜男 尺炭小   
   「図案指導のための教材研究」 山内章 尺炭小   
   「色彩指導」 木幡一夫 尺炭小   
   「体育のきらいな児童の調査」 武田実 尺炭小   
   「興味調査から眺めた体育の欠陥」 栗田守 尺炭小   
   「冬季体育指導計画の一考察」 大野三夫 音別小   
   「カリキュラム作成のための一考察」 佐藤靖昌 音別中   
   「私の学級から」 船山専修 尺炭小   
   「私はこんなドリル学習をしている」 熊野清 尺炭小   
   「家庭学習を高める方途」 熊倉万千百 尺炭小   
  第４部会 助言者：藤原校長（上音小）、渡部校長（直別小）、司会者：佐藤氏（音別中）     
   「算数指導の教具」 熊野春子 尺炭小   
   「女子職業の家庭科学習について」 本松暁子 音別中   
   「家庭科単元の基礎技術の組合せについて」 平沢啓子 尺炭中   
   「学校における簿記指導上の困難点」 足立秀人 尺炭中   
   「中学数学の教材配列」 青田稔 尺炭中   
   「珠算指導の実態と問題点」 山王丸喜一 尺炭小   
   「理科における思考力の養成」 加藤 昭雄 尺炭小   
   「視聴覚教育における教材教具を高めるために」 松坂忠士 山本誠 音別小   
   「英語学習の諸問題」 岩本茂治 尺炭中   
   「進路指導とその問題点」 小笠原修徳 尺炭中   
音別村多級校教育研究会（1958 年 10 月 20 日、於：音別小学校） 
   研究主題：国語科における読解力を高める指導はどうあるべきか（読書指導、文字語彙語法はどうあるべきか） 
音別町国語・社会・算数教育研究会（1959 年６月６日、於：尺別炭砿小学校） 
総合研に対する推進の研究集会（1959 年７月５日、於：音別中学校） 
音別町教育研究集会（1959 年９月 26 日、於：音別中学校）     
   「小中を通した図形学習における誤答の傾向」 木幡一夫 尺炭小 ○ 
   「系統性と社会認識の関係について」 熊倉万千百 尺炭小 ○ 
   「僻地校における英語教育の問題点」 岩本茂治 尺炭中   
   「音楽指導の隘路とその打開策」 小原利夫 布子由美 
二俣小 
音別小   
   「地域における言語生活の実態とその対策」 石森昇 尺炭小 ○ 
   「児童の発達段階に即した認識の過程」 安田優 尺炭小   
   「国語・算数・間接指導の資料の整え方」 不動俊次 直別小   
   「理科気象教材教科書研究より」 理科研究部 直別小   
   「PTA 活動をめぐって父母との連携をどう深めたか」 大友孝一 尺炭小 ○ 
   「教科外活動の中での生活指導」 山王丸喜一 尺炭小   
   「家庭との結びつきを重視した園の経営」 阿部允子 尺炭幼   
   「進路指導の問題点」 市橋大明 尺炭中   
   「ホーム・ルーム」 池端清美 尺炭中   
   「集団形成への視点」 若狹章三 音別小   
音別町教育研究協議会（1960 年６月４日、於：音別中学校）   
白糠郡内多級研究会（1960 年９月 16 日、於：音別小学校・音別中学校） 
音別町教育研究集会（1960 年９月 25 日、於：音別中学校）     
   「中学校における創作指導をどう進めるか」 村雲忠夫 尺炭中 ○ 
   「科学技術を育てる小学校の理科指導」 理科研究部 音別小 ○ 
   「図形校習における児童の実態と指導上の問題点」 坂野寅雄 尺炭小 ○ 
   「教育の系統」 教科研究部 尺炭中 ○ 




   「本校における生活指導の実態」 渡辺五郎 尺炭小 ○ 
   「仲間作りの実践と進むべき方向」 白鳥敏勝 音別小 ○ 




























表５ 音別町教育研究所発行の資料集（1960 年まで） 
資料名 発行年 発行責任者 内容 
『社会科学習資料集 追録』 1953 年 江尻義雄 編集責任者：渡辺久次郎ほか 12 名 
『音別村史 追録』 1954 年 江尻義雄 村の沿革史、学習資料集に類似 
『音別村のあゆみ』 1955 年 江尻義雄 社会科の副読本、叙述は小学４年程度に書かれたもの 
『郷土研究室』 1957 年 一戸勲 音別入植者たちの聞き書き、アイヌの生活等 
音別町教育研究所（1961: 30-1）より作成 
                                                   
6 次節でみる 1960 年代前半の尺炭小では、当時の高沢校長が釧路教育研究所所長であり、小場照秋
氏が同研究所所員であったため、「『釧研の機構と活動範囲』のプリントにより、学習会をもてたこ










































                                                   
7 第１期生には、当初、浦幌炭砿からの入学者も含まれていたが、次年度（1952 年）に池田高校の分
校（定時制）が浦幌炭砿に開校したため、20 名近くの生徒が転校したという（北海道音別高等学校





校同窓会 1988: 58）と振り返っている。 
 
３－４－２．音別高校の教員たち 










































































                                                   
8 たとえば、上記の独唱会は、尺炭中で音楽を担当していた金谷昭二氏ら教員の尽力によって開催さ


















































































                                                   
りたくましく社会的にきたえあげていこうとする」ものである（宮坂 1962: 130-1）。 
10 小森健吉（1958）によれば、教師の職場づくりは、「第一に、学校内における望ましい教師集団形
成、第二は、職員室の、第三には学級の、第四には、学校の望ましい教育状況化という意味であ








別炭砿小学校 1965: 10-1）。 































































変革を課題としている（尺別炭砿小学校 1966: 16）。 
 そして、第三は、週プロの土曜日に設定された「レクリェーション」の開催である。この目的
は、①「頭を仕事から解放し休養をとる」、②「教師の仲間意識・集団意識を高めていく」ことで






























































































さを持つ教師の人間性確立」を挙げている（尺別炭砿小学校 1965: 6）。 
 

























































































                                                   






































今後の課題として、以下の５点を挙げている（尺別炭砿小学校 1965: 7-8）。 
 
１. 石炭産業の合理化が与える影響をどう捉えればよいか。 













① PTA 組織・活動、② 学級づくりとのつながり、③ 平和運動を進める中で 
５. 国民教育運動をおし進めるための方向や、課題を明確にしなければならない。 






































































黒い服 黒い顔 手／すべて黒い／そんな父――――。／その顔を見たとき／ぼくは うれ
しい。／今日もぶじに帰った父／ぼくの心は動く／その顔は ぼくたちに／「今 帰った」
といっているようだ。／とうさん ガンバレ！！ 
（でか・ちび・のっぽ編集委員会編 1966: 141） 
                                                   
12 「子供の幸福を願う教師一人一人の胸の内からの教育的情熱に支えられる教育者エネルギーは、子
供に向かってのみ発散されるものではない。必ずやそれは対社会的方向をもって、理解者を求め












































































































 高沢氏は、「10.21 闘争」の翌年、1967（昭和 42）年３月に尺炭小を去った。そして、多くの尺
炭小教員たちも同じく尺炭小を去っていった。前述の大山氏も、「10･21 闘争で処分されて、私た
ち（のちの夫、渡辺五郎氏）も、霧多布小に左遷された」。その２年後、高沢氏は、「尺別炭砿小学
















                                                   
13 「総評、公務員共闘規模のこの闘いは、ベトナム戦争反対、賃金大巾引上げなどの目標を掲げ、生
活と労働基本権の奪還を指標に、大規模に闘われた闘争で」、「先生方にとって」「初めての自前の闘

















































































                                                   
14 生徒会機関誌『あこがれ』「わが H・R を語る」コーナーに生徒たちの反省が書かれている。この
コーナーは、年度によってタイトルが異なる。1961 年度「学級の横顔」、1962 年度「ホーム・ルー




































































































































































































































































５－１. 閉山直前の尺炭小――創立 50周年記念式典、さらなる発展を祈って 












た。そのようななか、尺炭小では同年９月に PTA が主導して創立 50 周年記念式・祝賀会を盛大




／昭和 44 年９月７日。尺別炭砿小学校開校 50 周年記念式典は盛大におこなわれた。PTA・
学校が一丸となり、２年間の計画準備が華やかに結実した。炭砿存続のため必死の努力を注
いでいた砿業所も、進んで多額の寄付をしてくれた。全山の人々もこぞって支援してくれた。






小学校 1970: 15-6） 
 
 このように、砿業所、父母、全山の人びと、音別町は、閉山への不安を抱えながらも、尺炭小
50 周年を祝福し、記念式典を開催した。当時、「PTA 廃止論」が喧伝されていたが、尺炭小 PTA
は、「子どもの教育は家庭、学校、社会を場とした教育が必要であり、その為には父母教師が一体
となってこれに当らなければなら」ないと、PTA 活動の重要性を再確認している（開校 50 周年




































されていた（嶋﨑・笠原編 2016: 30）。 
ただし、生徒の記録によれば、班活動、生徒会活動ともに活気に欠けていたようである。この











































































































きんことを望みつつ…。（尺別炭砿中学校編 1970: 33） 
 

















































































開校 50 周年記念誌編纂委員会編，1969，『尺炭小 50 年の足跡』尺炭幼小 PTA 広報委員会． 
記念誌編集委員会編，2000，『尺別炭砿中学校 30 周年記念誌――あこがれ』． 
北海道音別高等学校同窓会編，1988，『よみがえる群像――音別高校 11 年のあしあと』． 
北海道音別高等学校生徒会文化部編，1955，「あしあと」４（再録: 北海道音別高等学校同窓会編，1988，
『よみがえる群像――音別高校 11 年のあしあと』: 12） 
北海道音別高等学校生徒会新聞部，1954，「標燈」４（再録: 北海道音別高等学校同窓会編，1988，『よ
みがえる群像――音別高校 11 年のあしあと』: 34） 
北海道 PTA 連合会編，1957，『道 P シリーズ第３集――第４回 PTA 研究大会誌』北海道父母と先生
の会連合会． 














――――，1999，『釧路教育研究所創立 50 周年記念誌 想』． 






















尺別炭砿中学校，1957，『開校 10 周年記念誌――10 年の歩み』． 
――――，1970，『地底の灯――尺別炭砿中学校廃校記念誌』． 
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